
帆走指示書
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　　　　　　　　レースはＲＲＳ２６を用いてスタートさせる。

　　　　　　　　スタート信号後、状況に応じてコース短縮あるいは中止することがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　スタート後に次のマークの位置を変更することはない。

　　　　　　　　ＲＲＳ付則Ｐを適用する。

　　　　　　　　プロテスト委員会は、ＲＲＳ４２に違反した艇のセールナンバーを公式
　　　　　　　　掲示板に掲示する。

　　　　　　　　スタート信号の２分以降にスタートしようとする艇は、ＤＮＳと
　　　　　　　　記録される。

　　　　　　　　スタート・ラインは、青色旗を掲揚した本部船とアウターボートの間とする。

１０・スタート

１１・フィニッシュ

１２・ＲＲＳ４２（推進方法）に違反するペナルティー

１３・タイムリミット

　１０－１

　１０－２

　１０－３

　１０－４

　１０－５

　１２－１

　１３－１

　１３－２

　１２－２

予告信号　　　クラス旗掲揚　　　；　音響１声　　　　５分前

準備信号　　　Ｐ旗、Ｉ旗、Ｚ旗、
　　　　　　　Ｉ旗とＺ旗　　　　；　音響１声　　　　４分前

１　分　　　準備信号の降下　　；　長音１声　　　　１分前

スタート　　　クラス旗の降下　　；　音響１声　　　　

又は　黒色旗を掲揚

０

信号 旗と音響
スタート信号までの時間

（分）

フィニッシュ・ラインは、青色旗を掲揚したボートと青色旗のブイの
間とする。
コースを短縮する場合はピンクの旗ブイと青色旗のボートの間とする。

タイム･リミットは先頭艇（Ａクラス、Ｂクラスそれぞれの）
フィニッシュ後１５分とする。

１５分以内にフィニッシュしなかった艇はＤＮＦと記録される。

　　　　　　　　抗議しようとする艇は、フィニッシュ後速やかに本部艇に口頭で抗議の
　　　　　　　　意思を伝えなければならない。

　　　　　　　　抗議書の提出及び締め切り時間

　　　　　　　　抗議の公示

　　　　　　　　a. 抗議書の交付及び受付は大会本部受付で行う。

　　　　　　　　レース委員会またはプロテスト委員会から艇に抗議をする場合、艇に抗議の
　　　　　　　　内容を伝えるため、「抗議の公示」を公式掲示板に掲示する。

　　　　　　　　c. 救済の要求の提出期限は上記の抗議締め切り時間内とする。

　　　　　　　　b. 全ての抗議は、その日の当該クラスの最終レース後６０分以内に提出
　　　　　　　　　されなければならない。

１４・抗議と救済の要求

　１４－１

　１４－２

　１４－３


